
クルミ外果皮裂開に及ぼすエスレルの影響

横沢弥五郎・矢嶋征雄・豊住基弘・小山内竜也

　エスレル（2　一　Chloroethlphosphonic　acid）は、1966年植物生理活性剤として合成され、以

来本邦には1967年導入され、実用方法の検討が多くの機関で行われて来た。その結果、エスレルの

用途は離層形成（3，4，9，23）着色促進（11，12，13，19，20）摘果（5，6，7，8，18）成熟促進（1，

2，10，20，21）休眠打破（14）などの多岐に渡り、多くの報告がある。ナッツ類に関する報告は、Li

P・ら（15・16）がぺ〃で・M・・ti・（17）は麺グルミ（P・y・・，Hartl・y，A・hl・y，F・anq・－

uette　，　Lompoc）の外果皮裂開促進効果について報告している。我が国のこれまでのクルミ果実の

収穫方法は、9月中旬から10月申旬にかけて、果実の7～8割が外果皮に亀裂が生じ、自然裂開した時

期を見計り、竹竿等を利用して枝をゆすったり、たたいたりして収穫されている。この場合、年内に形

成された花芽類や枝梢の損蕩が多く、また未熟果も同時に収穫されるため、乾燥後の殻皮の色調を悪く

することが少なくない。そこでエスレルを用いた合理的な一斉収穫法にっいてその可能性を検討した。

　尚、この報告の要旨は、園芸学会昭和57年度秋季1大会において発表した。

材料および方法

　1981年、本学部附属農場に栽植されている信鈴5樹を供試して実施した。供試剤は、2・4－D協

議会のエスレル10（成分10％）で、これを水道水で希釈し、前年の予備的調査結果より薬害の少ない

50ppm及び250　p　ptnとした。更に、散布液量を少量区（約8cc／1果当り）と多量区（約16cc／1果

当り）とし、ハンドスプレーにより着生果を中心に散布した。試験区は2区制とし、供試果数を50果

（第3回目B区のみ30果）とした。第1回目の散布は、9月8日、第2回目は9月14日、第3回周は

9月，21日に行い・外果皮裂開の状況は2～3日間隔で供試果が完全に裂開するまで調査した。

また、枝条等に及ぼす鮨響をみるため、処理新梢ごとに着生葉、着生芽（頂・側芽）、雄花穂の離脱状

態を6日～8日間隔で調べ、更に収穫果の殻果重に及ぼす影響をみるため、ガラス室内で十分乾燥した

全供試果の殻果重について調査した。

結　　　　　果

　エスレルがクルミ外果皮裂開に及ぼす影響を示すと第1表の通りである。第1回から第3回目の散布

試験まで各処理区に於いて外果皮裂開の促進効果が認められ、その順は全て250ppm（多量）区＝＝　250
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第1表．外果皮の裂開状況

散布回数
第1回目散布（9／8） 第2回目散布（9．44） 第3回目散布（9．／21）

　　調査月日区名

9／15 9／22 9／30 9L／20 巳／26 10／2 9／26 1〔ゾ2

無　処　理　区 0％ 21％ 85％ 3％ 76％ 89％ 10％ 83％

50ppm（少量）区 10 97 100 28 97 100 43 100

〃　（多量）〃 14 90 100 51 96 100 47 100

250ppm（少量）区 51 99 100 91 100 100 64 100

〃　（多量）〃 48 100 100 95 100 100 69 100

　　　　5％
kSD　　　　1％

19．2

R1．7

28．7

S7．5

5．3

W．7

14．2

Q3．5

NS NS 34．6

T7β NS

調査項目 区　　　名 9／8 9／14 9／21

落　葉　率

無処　理　区
T0ppm（少量）区

@〃　（多量）〃
Q50ppm（少量）区

@〃　（多量）〃

kSD　5％　　　1％

3．8％

U．9

U．4

W．3

Q0．1

V8
P2．9

3．3％

薰R
W．2

P7．9

S4．9

P4．8

R1．9

10．0％

S5．2

S4．5

T3．6

U7．6

刀D1
S3．1

落　芽　率

無処　理　区
T0ppm（少量）区

@〃　（多量）〃

Q50ppm（蝿）区
@〃　（多量）〃

kSD　5％　　　1％

0．4

O．7

P．0

P．4

Q．1

P．7

mS

0004．52．81．7NS

0．4
O0．41．81．9NS

落雄花穂率

無　処　理　区
T0ppm（少量）区

@〃　（多量）〃

Q50ppm（蝿）区
@〃　（多量）〃

kSD　5％
@　　1％

6．1

P8．4

Q1．2

Q6．2

Q9．3

mS

70
P2．2

Q5．8

R2．4

V2．2

Q3．3

R8．6

3．1

P3．0

P1．6

Q6．4

T4．3

P2．6

Q0．8

ppm（少量）区＞50　ppm（多量）区＝＝＝50　ppm（少量）区〉無処理区で250　ppm区で7～15日、50

ppm区で7～9日早い収穫となった。

次にエスレル散布による着生葉、着生芽、雄花穂の離脱状況を示すと第2表の通りである。処理区は

　　　　　第2表．着生葉・着生芽・雄花穂の離脱状況　　　　　無処理区に比較して落葉が早く、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9／21　　特に250ppm（多量）区で顕著で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．0％　　あった0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44．5　　なお、50pprn区では、少量区と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53・6　　多量区との間に差は認められなか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った。着生芽の離脱については

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43．1　　250ppm区が無処理区よりもや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．4　　や多くなった。尚・50ppm区と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無処理区との間、及び50ppm区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・8　　の少量区と多量区との間では差が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認められなかった。雄花穂の離脱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NS　については、韓率と同じように、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31　　処理区が何れも無処理区に比較し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13・0　　て多い傾向があり、特に250ppm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26．4　　　（多量）区で多かった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エスレルの散布が殻果重に及ぼ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12．6　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20．8　　す影響をがすと第3表の通りであ

　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　るo
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処理区 第1回目 第2回目 第3回目
濃　度 （9／8） （9／14） （9／21）

無処理区 ユ2．1士0，779L 12．9±0．90牙 13．0±0．73牙

50ppm（少量）区 1α6士0．68 10．6士0．83 11．9±0．81

〃　（多量）〃 10、7士0．48 10．8±0．70 11．7士0，79

250ppm（少量）区 10．4士0．42 10．1士0。41 11．2士0．82

〃　（多量）〃 10，2±0．47 10．0士0．59 11．2士0．61

　　　　5％LSD　　　　1％
0．14

O．23

0．54

O．91

0．48

O．79

第3表・殻果重に及ぼす影響　　　　　　　　殻果重は、散布期日の何れを問

　　　　　　　　　　　　　　　第3回目　　わず処理区は無処理区に比較し

　　　　　　　　　　　　　　　（921）礪く瀕著鮪誰が鋤ら

　　　　　　　　　　　　　　13・0±0・73　2　れた。濃度間で比較すると、50

　　　　　　　　　　　　　　11・9±0・81　　ppm（少量）区、同（多量）区

　　　　　　　　　　　　　　11．7±0，79　間、並びに250ppm（少量）区、

　　　　　　　　　　　　　　11．2士0．82　同（多量）区間では認められない

　　　　　　　　　　　　　　11．2士O．　61　が・250PPm区は50　PPm区に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比較して軽く、差が認められた。

考　　　　　察

　Martin（17）は、クルミ果実に500）pm並びに1000ppmのエスレルを散布することにより、95％

以上の果実が5～20日早い収穫となったと報告し、豊住（24）は、500ppm並びに1000　ppm区で60

～70％の裂開の時、無処理区では収穫果は得られなかったと報告し、何れの場合でも＝：スレル散布が

外果皮裂開を促進することを認めている。本実験では、供試品種、濃度、処理月日は違っているが、信

鈴の場合、50Ppm並びに250　ppmの散布でほx’7～15日の裂開促進効果を認め、特に高濃度の場合

にこの傾向が顕薯であった。また、処理日が収穫日に近づく程、その促進効果は少なくなる傾向があり、

このことは、自然裂開期が近づいてきたためと考えられる。

また、エスレルは離層形成を促進することが認められている（3，4，9，23）。Martin（17）は、500

ppm区で最高82％、1000ppm区で最高77％の落葉があったとし、豊住（24）は、500ppm区で46．9

％、1000ppm区で94．　6％の落葉があったことを報告している。本実験では250　ppm区で最高67，　6　％、

50ppm区で最高45．2％と高濃度区で落葉が顕著に認められた。また、処理日が収穫日に近づく程、落

葉率が高くなる傾向があり、このことは、自然落葉期が近づいたためと考えられる。しかし、このこと

は今後更に調査期間を延長し自然落葉期と処理区とを比較し、落葉促進効果を確認する必要がある。

また、翌年度の展葉に及ぼす影響も同時に調査確認する必要がある。尚、鈴木（22）は、ミカンでエス

レルに酢酸カレシ＝一ムを加用すると、落葉を抑制できることを報告している。着生芽は豊住（24）の

報告通り、ほとんど影響はなかったものと考えられる。同様に豊住（24）は、雄花穂にっいて、1000

Ppm区で90％以上の離脱が認められたことを報告している。本実験では250　ppm（多量）区で最高72

％の離脱が認められ、他区より顕著であった。また、エスレル散布により果重が明らかに減少した。こ

のことは、外果皮の成熟が促進する割に殻果の成熟が促進されないことを示唆するものと考えられ、今
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後更に追究する必要がある。

　以上の様に、エスレル250ppm処理ではクルミ外果皮裂開に対する効果は顕著であったが、落葉等の

促進、また殻果重の減少などが認められたのに対し、50ppm処理では外果皮裂開の足進効果は、250

ppmに比較してやや少ないが、落葉等のほか、殻果重の減少などは少なかった。尚、何れの濃度でも

少量区と多量区との間には外果皮裂開促進に対する効果の差は認められなかった。これらの結果より、

本実験の範囲では、50ppmの少量区で一応の成果が得られたものと考えられる。

i摘　　　　　要

　エスレルのクルミ樹上着生果散布試験を行い、外果皮裂開、着生葉、着生芽、雄花穂、果重に及ぼ

す影響を調査した。その結果を要約すると次の通りである。

　1．　9月8日処理では250ppm区で無処理区に比較して12日、50　ppm区で9日早く収穫可能とな

った。9月14日処理では、250ppm区で15日、50　ppm区で9日早い収穫となった。また9月21日

処理では、250・50ppm区共に7日早い収穫となった。尚、何れも少量区と多量区間で差が認められ

なかった。

　2．処理区で着生葉等の離脱が促進された。250ppm（多量）区で最も顕著な落葉が認められ、他区

でも認められたが、250ppm（多量）区よりも少なかった。尚、処理日が収穫日に近づくにつれて各区

共落葉が増加した。着生芽の離脱は、250ppm区でやや多かった。雄花穂は、250　ppm（多量）区で著

しい離脱が認められた。

　3．殻果重は、散布期日の何れを問わず、処理区が無処理区に比較して軽く、顕著な有意差が認めら

れた。濃度間で比較すると、250ppm区が50　ppm区よりも軽くなったが、50　ppm（少量）区、同（多

量）区間、及び250ppm（少量）区、同（多量）区の間では差が認められなかった。
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